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概　要
　2008年の学習指導要領の改訂に伴い，2011年度から小学校において外国語（英語）活動が必
修となっている。2013年には，文部科学省により「グローバル化に対応した英語教育改革実施
計画」が公表され，2020年からの新たな英語教育の本格展開を目指して，2014年より逐次改革
を推進することが示された。この計画では，小学校高学年において英語が正式な教科となるこ
と等が盛り込まれ，指導体制強化や教材開発が重要な課題となっている。
　本研究では，教科担任制で，外国人と日本人の教師がペアで進める体制をとる A 小学校に
着目し，小学校高学年の子どもが興味をもち，「学習した語彙や表現を，言語活動を通じて活
用する」授業の進め方について探った。2020年から始まる公立小学校での英語の授業の参考と
なる視点が得られると考えたからである。その結果，主として，「子どもに馴染みのある単語
を交えた英会話形式での課題提示」「スモールステップによる指導」「子どもの発想を活かせる
作業・活動を取り入れた課題の提示」「体験的な学習方法」「辞書の活用方法の工夫」の ５ つの
工夫が見られた。
Ⅰ．研究目的
　2008年の学習指導要領の改訂に伴い，2011年度
から小学校において外国語（英語）活動が必修と
なっているものの，「学習した語彙や表現を，言
語活動を通じて活用する指導」の不足により，「学
習した語彙や表現を活用して自分の思い等を相手
に分かりやすく伝えたり，内容的にまとまりのあ
る一貫した文章を書いたりする力が，十分身に付
いていない」1）との指摘がなされている。
　ベネッセ教育開発センターが全国の公立小学校
教員を対象に実施した調査では，小学校の英語教
育は「英語のあいさつ」「会話練習」「発音練習」
等に重点を置いた活動が中心であることが明らか
になっており，挨拶や英語ゲームの繰り返しだけ
ではなく，子どものやる気や好奇心を駆り立て，
本気で取り組める単元を準備すること2）や，子ど
もが英語世界への「入り込み」を体験できる仕掛
けの工夫3）の必要性が指摘されている。
　このような現状の中，2013年，文部科学省によ
り「グローバル化に対応した英語教育改革実施計
画」4）が公表され，2020年からの新たな英語教育
の本格展開を目指して，2014年より逐次改革を推
進することが示された。この計画では，小学校高
学年において英語が正式な教科となり，中学・高
校においては英語で授業を行うこと等が盛り込ま
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れており，英語教育の指導体制強化や指導用教材
開発が重要な課題となっている。
　そこで，本研究では，教科担任制をとり，外国
人と日本人の教師がペアで進める体制が整えられ
ているA小学校に着目し，小学校高学年の子ど
もが興味をもって取り組むことができ，「学習し
た語彙や表現を，言語活動を通じて活用する」授
業の進め方について探りたい。2020年から始まる
公立小学校での英語の授業の参考となる視点が得
られると考えたからである。
Ⅱ．研究方法
1 ．観察対象：山梨県内のA小学校に勤務する
外国人教師K，日本人教師Hの 2 名，およ
び在籍する児童（ 5年生56名）。
2．観察期間：2014年 6 月～ 7月の間計12回
3 ．記録方法：英語の授業の様子をビデオカメラ
で撮影した。
4．分析方法：学習した語彙や表現を活用しなが
ら授業が展開されている事例を取りあげ，授
業構成，教師の発問，教師のかかわりなどの
視点から考察を行った。
Ⅲ．結果と考察
1 ．Sportsprojectdiary の事例
＜事例①＞2014年 6 月 2 日　授業者：外国人教師
K・日本人教師H
　この授業では，学校行事の一つであるスポーツ
プロジェクト（運動会）での出来事について，英
語を使って日記に書き表してみる授業である。導
入の段階では子どもたち自身が出場した種目名や
仕事名，順位などの単語を知り，展開の段階で日
記のひな型のワークシートを活用しながら友達と
一緒に日記を考える活動を行った。
No. 人物 発言・行為
1
2
3
4
5
6
7
8
英語係の児童 2人
児童
英語係の児童 2人
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
Hello,everyone.
Hello,K（外国人教師K）,H（日本人
教師H）,M（児童）andH（児童）．
Let’sstartEnglishlesson.
Oklet’ sstart.
Wehavemanybigevents.
イベントって聞こえたよね？
イベント。
そう。
Big!!Events.
この学校に…
大きいイベント。
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
外国人教師K
児童
児童
児童
児童
外国人教師K
日本人教師H
外国人教師K
児童
児童
日本人教師H
児童
日本人教師H
児童
外国人教師K
児童
日本人教師H
外国人教師K
児童
外国人教師K
日本人教師H
外国人教師K
児童
外国人教師K
日本人教師H
児童
外国人教師K
児童
日本人教師H
児童
外国人教師K
日本人教師H
児童
日本人教師H
児童
日本人教師H
そう。
大きなイベントいっぱいある。
WefinishedoneonSaturday.
土曜日に大きい一つを完成させました。
Sportsfestival.
OneimportantthinginEnglishclassis
diary!!
あ！！そうだ！
日記だ！
え？でも宿題あった？
どういうの書くか決めとけってやつだ！
（板書①）Sportsprojectdiary
Ok!Nowlook!!（日本人教師の方を指さ
す）
What’ steam?（黄色の模造紙を持って）
Whatteamisthis?
Yellowpaper.
ジオ（ジオロジーの略）
ジオ？
メティオ！（メティオロジ―の略）
AreyouMeteo?
Yes.
（中略：この後，模造紙の色とチーム
名の確認をする）
Todayandnexttime.
Youhadonetomaketeamposter.
Andonyourteamposterwillbeevery
oneSportsprojectdiary.
Papersforyou.
Butthisisthefinaldraft.
ドラフト？
（本番用の紙を提示する）
Wewillputposter
ポスター？
（板書②）　　　　
Poster
Forexample.
（板書②）
Teamname.
Meteorology.
Meteorology.
Diary,diary,diary,diary.
（本番の紙を貼った様に板書する）
AndIhavesomepictures.
Sodiaryandpicture,picture,picture.
（写真を貼った様に板書する）
（板書②）
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

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
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


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  
 
 
For example
Draft
↓
Teacher ’s check
Final draft
Doyouunderstanddraft?（板書②の
Draft を指さす）
Draft?
Draft.
ドラフト会議！
Finaldraft.
最後のドラフト会議！
ハハハハハ。
あ～。ちょっと違う。
InJapanese.
（板書③）Finaldraft（清書）
清書。
じゃあ，これは（板書のdraftを指さす）
下書き
（板書④）Draft（下書き）
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■子どもたちが経験した
活動の教材化：学校行事
であるスポーツプロジェ
クト（運動会）をテーマ
に取り上げ，子どもたち
が実際に共有した経験を
教材化している。子ども
たちが所属していたチー
ム名（Iwasonteam○
○○ .）・出場した種目名
や任された仕事名（I
wa s i n t h e ○ ○ ○
event.）・順位（Wegot○○Place!）・感情の表
現（Iwas○○○ !）などを学習したうえで，日
記に書く活動へと繋げることで，効果的に興味を
喚起している。また，No.57~No.64では，子ども
の感情を引き出し，それを伝える表現を辞書で調
べる必要性へと結びつけており，英語を活用する
力が養われていると推察される。
■子どもに馴染みのある単語を交えた英会話形式
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
外国人教師K
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
日本人教師H
外国人教師K
児童
（中略：この後，今日の進度の目安を
確認する）
Ihavesohelpforyou.
Pleasetakeoneofpaper.（ひな型のワー
クシートを配布する）
Ok.
Please look.（ひな型のワークシートを
提示する）
WhatdidyoudoduringtheSports
Project?
IwasonteamOcean.
はい！
（中略：この後，チーム名の確認をする）
Next.
Iwasinthemarathonrelayevent.
Event は種目。
リレー？
うん。リレー
Iwasinthemarathonrelay.
駅伝？
そう，駅伝。駅伝の人いる？
（駅伝に出場した児童が数名，挙手を
する）
駅伝？（駅伝に出場した児童を指して）
じゃあ，relay.
普通のリレー。
（リレーに出場した児童数名が挙手を
する）
Pleasewatchhare.（下書き用のプリン
トのヒントワードが書いてある場所を
示す）
Event.
（中略：この後，子どもたちが出場し
た種目名や任された仕事名の確認をす
る）
Ok.
Somanyeventsandmanyjobs.
イベントと仕事をいっぱいやった。
Nextpart.
Wegotfirstplace!
どういう意味だ？
一番。
（中略：この後，順位を確認する。）
Iwashappy.
一位になって嬉しかった。
Iwashappy.
嬉しい。
え？四位の人は嬉しくなかったよ。
あー！Good!!
今，Y君，すごい良い質問だった。
嬉しくなかったとか，悔しかったとか
どうするの。
嬉しくなかった。
Iwas…
Don’ thappy.
近い！近い！
Nothappy.
Good!
Iwasnothappy.
Iwas…あー悔しかった。
書いてない時は，
タッタタ～♪（英和辞書を提示）
Youcanlook.
Youcanlookyourdictionary.
Askme.
Askhim.（日本人教師の方を指して）
（板書⑤）Wedidthebest.
こっちは作ったもの。
WemadeT-shirts.
T シャツを作りました。
（中略：この後，作ったものを確認した）
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
日本人教師H
日本人教師H
外国人教師K
日本人教師H
児童
日本人教師H
児童
児童
日本人教師H
児童
日本人教師H
外国人教師K
（板書⑥）
　 Scorekeeping
Cheerleading
Emergencystation
Announced
Equipmentteam
（中略：この後，仕事名についてもう
一度確認した）
ラスト。 これ分かる？（板書⑥の
Equipmentteamを指して）
Equipmentteam.
これはDifficultword.
用具？
正解！
おぉ！すげぇ！
勘だよ。
誰か用具運んでくれた人いる？
（用具係の児童が数名，挙手をする）
（板書⑦）Equipmentteam（用具）
係のことも付けてして書けるといいか
な。
Ok!
Let’ sstartourfirstdraft.
Pleasewriteinyournotebook.
AndLet’ ssayfivesentences.
（手を広げ， 5を示す）
Ok?
Fivesentences.
一緒に考えてやって良いからね。
Anyquestion.
Let’ sstart!
図 ₁  Sportsprojectdiary
　　 授業での作品
100 小学校高学年における英語の指導法に関する研究
での課題提示（No.5~No.11）：この授業では，子
どもたちが外国人教師Kのネイティブな英語を
きき，意味を知っている単語を聞き取ることで，
会話全体の意味を推測していく形式で課題の提示
が行われている。No 5 で，外国人教師Kは，「We
havemanybigevents.」と最初に子どもたちに
伝え，その後，No.7で，子どもたちにとっても馴
染みのある単語「Big!!Events.」を強調して伝え
ていた。このように外国人教Kは，ネイティブ
な英語を話しながらも子どもたちに馴染みのある
単語は声を大きくしたり，話すスピードを遅くし
たりと子どもたちに馴染みのある単語を強調して
いた。課題を理解しなければならない必然性に加
え，英語を聞きとることができた自信も，子ども
たちの興味や関心を引き出すことに繋がっている。
■子どもの発想を活かせる作業を取り入れた課題
の提示（No.79）：好きなレイアウトで日記や自分
たちの写真の切り抜きを貼れるようにすること
で，楽しみながら英語の表現が学べるように工夫
されている。英語で吹き出しや説明を書きくわえ
る姿が見られ，必要な単語や英語表現を自ら学ぶ
機会になっていることが窺える。
2．辞書の使い方の事例
＜事例②＞2014年 6 月 9 日　授業者：外国人教師
K・日本人教師H
　この授業では，英和辞書の引き方を学ぶ。導入
では，同じ英単語でもいくつかの意味があること
を知り，子どもたち自身で意味を探しだしている。
展開では辞書に載っている英単語の順番について
クイズ形式で問題を解き，その後はプリントで英
単語の順番と意味を，英和辞書を使って調べてい
る。
No. 人物 発言・行為
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
外国人教師K
英語係の児童
児童
英語係の児童 2人
児童
日本人教師H
児童
外国人教師K
日本人教師H
児童
（板書①）
Usingadictionary.
Alphabeticalorder.
Hello,everyone.
Hello,K（外国人教師K），H（日本人
教師H），M（児童）andH（児童）．
Let’ sstartEnglishlesson.
OK.Let’ sstart.
Doyouhaveadictionary?
Yes.
Yes?
Ifyoudon’ thaveadictionary.
借りてくる。
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
日本人教師H
児童
外国人教師K
児童
児童
児童
児童
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
日本人教師H
児童
外国人教師K
日本人教師H
外国人教師K
日本人教師H
児童
日本人教師H
児童
日本人教師H
外国人教師K
Ifyoudon’ thaveadictionary.
（何人かの児童が辞書を借りるため図
書館に移動する。）
あとで一万円罰金。
はい，みんな，罰金って英語で何てい
うか調べてください。
（辞書で調べる。）
Fine.
罰金！！
なーい。
ファインだよ。
F.I.N.E で Fine だよ。
答えは？
罰金は英語で何て言う？
Fine.
そう，Fine.
（板書②）Fine
この Fine は
（板書③）Fine
この Fineと同じだね。
（板書の二つのFine を指しながら）
本当だ！
Fine.Fine.
でも発音も，まったく同じ。
スペルもまったく同じ。
えー！
でも，意味は違う。
じゃあ，どっち言っているか分からない。
でも，その言葉の中にはいっているか
ら…。
そう。
その使っている会話とか使っている文
の中に分かる。
じゃあね，みんなね，ちょっとこれ引
いてみて。
（板書④）Diet
Diet
IwenttoDietlastSunday.
ダイエット？
あーいいね。みんな聞いた？
IwenttoDietlastSunday.
Iaminterestedinpolitics.
Politics.
IwenttoDietlastSunday.
さぁ，このダイエットの意味は。
国会？
That’ sright.
今のちょっと難しかったかもしれない
んだけど，私は政治に興味があります。
政治に興味があるので Lastsunday に
国会に行きました。
（板書⑤）Diet（国会）
H先生は最近，食べ過ぎているからダ
イエットに行ったんだなー。じゃない
からね。
（板書⑤のDiet を指しながら）
国会って言う場合には，ここ。
大文字だ。
うん。こういうの気をつけてね。
（板書⑥）diet（ダイエット）
こっちのダイエットは，よく使うダイ
エットしなきゃのダイエットだよ。
全く同じでも意味は違うからね。
OK?
じゃあ
（板書①のAlphabeticalorderを指して）
Alphabeticalorder.
これ，ちょっと難しいから，分かる単
語を探そう。
Alphabeticalorder.
分かる単語ある？
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■会話の必要性にもとづいた辞書の活用：No.13
から No.29に見られるように，会話の中から，
Fine の同音異議語について調べる課題を提示し
たり，No.30から No.39のように，子どもたちも
聞き覚えのあるDiet の同音意義語について調べ
る課題を提示したりしている。子どもたちに日常
会話の中から同じ発音でも意味が違う単語がある
ことに気づかせ，辞書の活用へと導いている。ま
た，No.40から No.49のように子どもたちにとっ
て聞きなれない英語（Alphabeticalorder）も聞
いたことのある単語（Alphabet）から意味を推
測し，それでも分からない単語（Order）は辞書
を使って調べる必要性へと導いている。
■子どもが気づく授業構成（No.49～No.96）：辞
書の引き方について，クイズ形式で学習している。
No.67では，子どもたちに意見を聞き，その気づ
きから授業を展開している。
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
75
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
アルファベット。
（板書① :Alphabet に下線をひく）
Alphabeticalorder.
Alphabet.
Order は？
オーダー。
注文？
もう一つの意味がある。
それを探してください。
（辞書で調べる）
（板書⑦）
Order（注文）
Order（　　　　　）
もう一つ意味がある。
順次。
順序。
順番。
（板書⑧）
Order（注文）
Order（順番）
Alphabeticalorder.
Alphabet の順番
Forexample.
（板書⑨）
① banana
② bandana
No.1
これ読める人いるかな？（板書の①
banana を指して）
バナナ。
Banana.
（板書⑨の bandana を指して）
じゃあ，これは
バンダナ。
Bandana.
じゃあ，一番最初の文字はBだね
辞書に，早い方はどっち？
①じゃない？
辞書に早いのはどっち？
Oneortwo?
One!
One!
Two!
One だと思う人？
（クラスの三分の二くらいの児童が挙
手をする。）
Twoだと思う人？
Twoだよな！
（クラスの三分の一くらいの児童が挙
手をする。）
答えは①（板書⑨を指しながら）
なんで？
Bの次は？
A！
一緒で
Nまで一緒だから
Nまで一緒だから？
DよりAの方が先だから。
（板書⑩）
① banana
② bandana
そう！
（板書⑩の banana を指して）
B同じ
A同じ
N同じ
だから，その次の文字を見る。
Banana.
Bandana.
A か Dどっちが早い？
D！
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
児童
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
児童
児童
外国人教師K
児童
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
外国人教師K
児童
外国人教師K
えー！？
Aだよ！
あ，そっか。
アハハハハ。
じゃあ，Aって無敵じゃん。
次は
（板書⑪）
① band
② bandana
出来た。出来た。
バンド。
またバンダナだ。
Bandorbandana?
バンダナ！
絶対バンダナ！
②の方が長い！
じゃあ，どっちが早い？
Oneortwo?
①　①！
だって①のほうが短いから。
じつは，正解です！！
イエーイ！！
（板書⑫）
① band　
② bandana
B 同じ
A同じ
N同じ
D同じ
その次なくて
その次Aだから
どっちが早い？
①
そう！
band は bandanaより早い。
OK?
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3 ．PlacesinTown の事例
＜事例③＞2014年 6 月16日　授業者：外国人教師
K・日本人教師H
　この授業は，道順を尋ねたり，目的地までの行
き方を教えたりする道案内の活動をするにあたっ
ての前段階となっており，町にある店の名前や場
所の名前を知ることが目標である。
No. 人物 発言・行為
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
英語係の児童 2人
児童
英語係の児童 2人
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
日本人教師H
外国人教師K
児童
日本人教師H
外国人教師K
日本人教師H
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
日本人教師H
外国人教師K
Hello,everyone.
Hello,K（外国人教師K），H（日本人教
師H），M（児童）andH（児童）．
Let’sstartEnglishlesson.
Oklet’sstart.
Todaywearegoingtostartsomething
new.
そうなの？
Yes.
今日から，新しいとこに入ります。
First!
（板書）PlacesinTown
今日の授業はこれ。
Placesintown.
プレイセス？
Placesintown.
ノートまだ出してない人，けっこうい
ますけど…。
（何人かの児童がノートを出し始める。）
え？ノート出すの？
Yes.
Pleaselisten.
Please.
Todaywearegoingtostartsomething
new.
Pleasewritethistitleinyournote.
今日から newて言ったから新しいとこ
ろ。
あ～，分かっている人が五人ぐらいし
かいないな。
Ken.Pleaseagain.
Ok
Isayonemoretime.
Todaywearegoingtostartsomething
new.
Pleasewritethistitleinyournote.
（全員がノートにタイトルを書き始める）
あ，今度は分かってきた人が増えたね。
Place.
この前，スポプロの勉強をした。
Wegotfirstplace.
Wegotsecondplace.
firstplace は何位だった？
（板書） 1 stplace（一位）
一位。
一位。
（板書の Places を指して）
ButthisPlacesameword.
Butdifferentmeaning.
意味が違う。
What’ sdifferent?
じゃあ，こういう時は何をしよう。
辞書。
辞書を引く。
（辞書で調べ始める）
さぁ，誰が分かるかな。
What’smeaning?
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
日本人教師H
児童
児童
日本人教師H
児童
外国人教師K
指名された児童
外国人教師K
日本人教師H
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
Differentmeaning.
Differentmeaning.
Differentってことは違うてことだね。
誰が最初に分かるかな？
Place.
場所
場所
（挙手をしながら）
Raiseyourhand.
（何人かの児童が挙手をする）
T（児童）andR（児童）.
せーの！
場所。
Niceteamwork.
Ok
（板書）Place（場所）
Todaywetalkaboutplacesintown.
Town.
場所。
みんな，タウンページとか聞いたこと
ある？
タウンページ！
そのタウンは町。
町のページ。
町の場所。
全部書きたい人もいるかもしれないけ
ど，全部書かなくても大丈夫。
Ok？
First.
ジャン（Coffeeshop の絵を提示）
Coffeeshop.
Coffeeshop.
Coffeeshop.
スタバ。
コーヒーを売っている店。
コーヒーを売っている店。例えば？
Forexample.
スタバ。
スタバ。
あ～Starbucks.
そうだね。
カフェ。
Caféisoktoo.
今，R君が Caféって言った。
Caféisoktoo
ButcaféisnotEnglish.
え？
CaféisFrench.
French.
カフェはフランス語。
Ok?
Next.
（中略：この後，同様に町にある店の
名前や場所の名前を確認する）
Next.
ジャン（Station の絵を提示）
Station.
Station,
警察。
あー。でも，Policestation.
交番。
なんとか station てあるよね。
今，T君が言った Policestation.
警察署。
あと，Firestation.
あー消防車。
消防士。
消防署。
Trainstation.
駅。
駅。
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＜考察＞
■同音異議語を用いた辞書の活用：No.19から
No.36に見られるように，この授業では，子ども
が経験したスポーツフェスティバルの順位の話題
から始まり，Place の同音異議語である場所の話
題へと繋げている。すでに習った単語をもとに，
辞書を調べ，異なった意味知ることができている
ため，子どもたちの興味を引き付けていることが
窺える。この活動は，子どもたちに辞書を使うこ
とを定着させるためにも効果的であると考えられ
る。No.64から No.92のように，子どもたちの意
見を受けてから詳しく説明していることで，子ど
もたちの興味や関心を引き出し，さらに辞書の活
用へと誘導している。
■スモールステップによる授業構成：これから道
順を尋ねたり，目的地までの行き方を教えたりす
る道案内の活動を行うにあたり，案内場所である
身近な店の名前や町にある場所の名前を知ること
からスタートしている。No.101からは，かるた形
式で単語と絵を組み合わせる活動を行い，No.109
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
児童
外国人教師K
日本人教師H
児童
日本人教師H
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
日本人教師H
児童
日本人教師H
児童
日本人教師H
児童
児童
日本人教師H
外国人教師K
児童
日本人教師H
外国人教師K
児童
日本人教師H
外国人教師K
日本人教師H
児童
日本人教師H
児童
外国人教師K
日本人教師H
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
外国人教師K
Busstation.
バス停。
いろいろ。
Manydifferentkindsofstation.
日本人の人は Stationって言うと，全部
駅だと思う人多いけど，これ気をつけ
てね。
外国では何とかstationって言うと，今，
ケン先生が言ってくれたようにいっぱ
いあります。
ガソリン。
そう，Gasstation. とかね。
ガスステイション。
Gasstation.
日本語で言うと？
ガソリンスタンド。
英語で言うと stand じゃなくてGas
station.
じゃあ，辞書でstationって引いてみて。
（辞書で調べる）
自分で引いて自分で確かめた方がいい
からね。
駅？
駅だけじゃないでしょ？
駅。
なになに職場。
なんかもとになる場所みたいな。
警察官，police がいる場所。
Policestation.
Officestation.
Officestation はないかな。
Officestation.
聞いたことないな。
TVstation.
TVstation.
Kennextplease.
Ok.
Next.
（中略：この後，同様に町にある店の
名前や場所の名前を確認する）
じゃあ，机の上のものをしまってくだ
さい。
なんで？テスト？
No.No.
（机の上の物をしまう）
（先ほど確認した店の絵や写真を黒板
に貼る）
そしたらね，机の上がきれいになった
人から，これを取りに来てください。
（先ほど確認した店の名前が書いてあ
る小さいカードを提示する）
（机の上がきれいになった児童からカー
ドを取りにいく）
カードを全部，机の上に並べてください。
かるたみたいに，ゲームみたいにチェッ
クしましょう。
First.
Bank.
Bank!
あった！
Bank は，チャンチャラ～♪
（黒板に貼ってあるBankの絵を指す）
（中略：この後，同様にかるたゲーム
を進めていく）
Pleaselisten.
Andpleasefindplaces.
Places（黒板の Places を指す）
Iwillgotomorrowinorder.
Ok?
もう一回言いますよ。
Iwillgotomorrow.
106
107
108
109
児童
外国人教師K
日本人教師H
外国人教師K
Pleasefindplaces.
Inorder.
Order. これは注文ではなく。
順番。
順番。
Howmanyplacesis.
Iwillgofiveplaces.
Noschool.
Nopark.
（板書）
Wherewillyougotomorrow?
1
2
3
4
5
さぁ，正しく聞き取れるかな？
Fiveplacesって言ったからね。
Ok?
Pleaselisten.
Ihaveastomachache.
Sotomorrow.
Iwillgoandseeadoctor.
AndIgoandseeadoctor.
I  w i l l  b u y m e d i c i n e  f o r  m y
stomachache.
A l s o t h i swe ek i smymo t h e r’ s
birthday.
SoIwilltakesomeflowers.
AfterIwillcatchthetrain.
Andmyfavorite lunchtimeeating
place.
Ok?
（中略：この後，答え合わせを行う）
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では，外国人教師Kのネイティブな英語から 5
つの場所を聞きとる活動を行っていた。このよう
に段階を踏みながら学習を進めるスモールステッ
プ形式を用いることによって，目標が達成されや
すく，確かな知識が身に付くと推測する。
4．道案内の事例
＜事例④＞2014年 6 月20日　授業者：外国人教師
K・日本人教師H
　前時の授業では道を尋ねたり，教えたりする際，
町の場所を言えるように，いくつかの店の名前を
学習したが，今回は，道を教える際に使う単語や
熟語を学習していく。
（板書①）
　　Trafficlight
　　　　　　　　　　 Turntheright Ontheright
Turnleft   Ontheleft
Gostraight
No. 人物 発言・行為
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
英語係の児童 2人
児童
英語係の児童 2人
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
指名された児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
Hello,everyone.
Hello,K（外国人教師K），H（日本人教
師H），M（児童）andH（児童）．
Let’sstartEnglishlesson.
Oklet’sstart.
Whatisthis?（libraryの絵を提示する）
Library!
（中略：この後，前回学習した町の場
所の名前を確認する）
Ok.Next.
ジャン！（信号の絵を提示する）
信号。
Trafficlight.
Trafficlight.
Wheredoestrafficlightgo?（黒板を指
しながら）
はい！
K君。
（指で上を指す）
ここ？（信号機の絵をTraffic light. に
近づける）同じだと思う人，拍手。
（拍手をする）
じゃあ，これ。（図 2の絵を提示する）
　（図 2）
信号が三つあるじゃん。
うん。でも，この大きい信号があるの
は何番目？
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
指名された児童
外国人教師K
指名された児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
一番下。
First.
そう！だからこれは，Firsttrafficlight.
Firsttrafficlight.Readygo!
Firsttrafficlight.
Thisisfirsttrafficlight.
Thisone?
Secondtrafficlight.
Secondtrafficlight.Readygo!
Secondtrafficlight.
First.Second.
Third!
サード！
Thirdtrafficlight.
Next.　誰にしようかな。F君！
（黒板の前に行く）
これは何？簡単だね。（板書①の単語と
一致させるように促す）
（図 3をもらう）
　（図 3）
何これ？（板書のTurnright と Turn
left の位置を行ったり来たりする）
右！右！
違う左だよ。
フェイントもあるね。
（図 4 の板書Turnright の位置に矢印
の絵を置く）
Ok.
じゃあ，次，Aさん（左側に印がある
絵を渡す。）
（黒板の前に行き，板書のOnthe left
に絵を置く）
（中略：この後，板書に書いてある英
語と記号が示された絵をそれぞれ合致
させる）
Whatdoyousay?（板書のTurnleft を
指して）
Turnleft,
Ok.
じゃあ，これは？（板書のGostraight
を指して）
Gostraight.
じゃあ，これは？（板書のTurnright
を指して）
Turnright.
で！Pronunciation. 発音。
これ見て（板書のtrafficlightを指して）
L.I.G.H.T.Light,
R.I.G.H.T.Right.
先生は今からRの発音かLの発音かどっ
ちかあててください。
Light.
L
R
じゃあ，Rだと思う人，手を挙げてく
ださい。
（クラスも三分の一くらいの児童が手
を挙げる）
じゃあ，L
（クラスの三分の二くらいの児童が手
を挙げる）
正解は L.
L の場合は舌と歯がくっついている。
ちょっとだけ出してる。ルー。
ルー。
ルーLight.
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55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
ルーLight。
Rの場合はDon’t touch. 舌と歯はくっ
つかない。
ローRight.
ローRight.
Ok.
じゃあ，この真ん中のやつは（板書の
Gostraight を指して）
Gostraight.
で，場所を言う時，新しい単語（板書
にYou’llsee～を貼る）
You’llsee.
You’llsee.
Youwillsee.
Seeってどういう意味？
見る。
You は？
あなた。
Will は？
何々する…。
何々するつもり。
（板書の onthe left を指して）左側に
見える。
で，You’ llsee～ontheleft.
とりあえず Coffeeshop おきましょう。
You’ llsee. はい！
You’ llsee.
Coffeeshop.
Coffeeshop.
Ontheleft
Ontheleft
You’ llseecoffeeshop
You’ llseecoffeeshop
Ontheleft.
Ontheleft.
You’ llseecoffeeshopontheleft.
You’ llseecoffeeshopontheleft.
You’ llseecoffeeshopontheright.
You’ llseecoffeeshopontheright.
CoffeeshopじゃなくてもItでも大丈夫。
You’ llseeitontheleft.
You’ llseeitontheleft.
Ok.
じゃあ次は（板書に block を貼る）
Block.
Block.
Trafficlightの仲間。
（オープンスペースに貼ってある赤い
ビニールシールで囲ってある場所に立
つ）
ここの赤い場所見える？
見える。
ここをBlock.
Oneblock.
こっちもOneblock.
合わせて？
Twoblock.
Twoblocks.
三つ合わせて？
Threeblocks.
Gostraightthreeblocks.
Gostraightthreeblocks.
Ok.いいね。
Gostraightthreeblocksandturnleft.
Gostraightthreeblocksandturnleft.
Gostraightthreeblocks.
Gostraightthreeblocks.
You’ llseeit.
You’ llseeit.
Ontheleft.
Ontheleft.
102
103
104
105
106
107
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
外国人教師K
児童
（中略：この後，学習した単語や熟語
を使って道案内の仕方を学ぶ）
では，練習をしましょう。
First.Standupplease.
（立ち上がる）
二人組を組んでください。
こっちと（オープンスペース）教室も
使いたい。
だから皆，椅子を入れて。
で，この机，二つが合体しているやつ
はBlock にしよう。
教科書を持ちながらやっても大丈夫で
す。
あ，ちょっと忘れちゃうかなって人は
教室の方がいいと思います。
自信のあって，僕出来ますよって人は
オープンを使って練習してください。
僕，自信ある！！
教科書以外のものを机の中にしまって
くれる。
（机の上を整頓する）
（中略：この後，二人一組で実際に身
体を動かしながら道を尋ねたり，教え
たりする活動に入る）
図 4　授業時の板書
図 5　授業の様子
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＜考察＞
■空間の移動を想定しながら学べる教具の活用：
No.16で提示された図 2の絵は，Firsttrafficlight
を表している。信号機の絵が 3つ描いてあり，そ
の中でも一番下にある信号機が大きく描かれてい
る。 この大きく描かれた信号機がFirsttraffic
light を表している。Secondtraffic light は二番
目の信号機が，Thirdtraffic light は三番目の信
号機が，大きくなっている。これによって視覚的
に奥行きがあり，子どもたち自身が空間を想定し
ながら学べるよう工夫されている。
■身体を動かして学ぶ体験的な授業構成：No.102
のように，二人一組になって道を尋ねたり，道を
案内したりしている。自由に尋ねる場所を選択で
きるため，案内の表現も多くのバリエーションで
学べる。このように身に付けた知識を，すぐに活
かせるよう体験的に授業を構成することで子ども
たちが英語の世界へと入り込み，日常的な会話力
が培われる可能性がある。
■スモールステップによる授業構成：今回の授業
では，道を案内する際に使う単語や熟語を絵を
使って学習をしていた。前時の授業では，町にあ
る店や場所の名前を学習していた。このように，
いきなり道案内をしましょうと学習課題を提示す
るのではなく，まず道を案内する際に必要な単語
や熟語を少しずつスモールステップで学習するこ
とで，子どもたちも英語を使って道案内すること
ができるようになると考える。
Ⅳ . 全体考察
　本研究では，小学校高学年の子どもが興味を
もって取り組むことができ，「学習した語彙や表
現を，言語活動を通じて活用する」授業の進め方
について探ってきた。取り上げた 4つの授業実践
をまとめると，以下の 5つの視点が得られた。
⑴　子どもに馴染みのある単語を交えた英会話形
式での課題提示： 5年生の英語の授業では，外国
人教師Kと日本人教師Hの二人で授業を行い，
子どもたちに馴染みのある単語を交えた英会話形
式で課題の提示が多くされていた。子どもたちは，
外国人教師Kのネイティブな英語をきき，意味
を知っている単語を聞き取ることで，会話全体の
意味を推測していた。例えば，事例①では，外国
人教師Kは「Wehavemanybigevents.」と最
初に子どもたちに伝え，その後に子どもたちに
とっても馴染みのある単語「Big!!Events.」を強
調して伝えていた。このように外国人教師Kは，
ネイティブな英語を話しながらも子どもたちに馴
染みのある単語は声を大きくしたり，話すスピー
ドを遅くしたりと子どもたちに馴染みのある単語
を強調していた。また事例③では，子どもたちが，
Place の同音意義語を辞書で調べる際，外国人教
師 K は「Wha t’ sm e a n i n g ? 　 D i f f e r e n t
meaning.」と課題提示をし，その後に日本人教師
Hが「Differentmeaning.」と繰り返し，子ども
たちに伝え，単語を強調していた。このように外
国人教師Kだけではなく，日本人教師Hも子ど
もたちにとって馴染みのある単語を繰り返し子ど
もたちに伝え，子どもたちの会話全体の意味の推
測を援助していた。
⑵　スモールステップ：事例③と事例④は，子ど
もたちが英語を使って道を尋ねたり，道案内した
りすることが目標であった。そのため，事例③で
は，道を尋ねたり，案内したりする時に必要な単
語である，「Coffeeshop」や「Station」などの町
の場所や店の名前を学習し，その単語を覚えるた
めに，かるた形式で単語と絵を組み合わせる活動
をしていた。最終的には子どもたちは，外国人教
師Kのネイティブな英語から 5 つの場所を聞き
とることができていた。事例④では，道を案内す
る時に必要な，「Gostraight.」や「Turn left.」
など道案内の表現をまず学習していた。その後，
事例③で学習した町の場所や店の名前と組み合わ
せ，友達と二人一組になって道を尋ねたり，案内
したりする活動へと展開していった。つまり，い
きなり道案内の学習課題を提示するのではなく，
まずは町の場所や店の名前の知識を獲得し，次に
道を案内する表現を獲得したうえで，最終的に道
を尋ねたり，案内したりすることが出来るようス
モールステップによる授業構成がされていた。
⑶　子どもの発想を活かせる作業・活動を取り入
れた課題の提示：事例①では，子どもたちが実際
に経験した学校行事の一つであるスポーツプロ
ジェクトについて，英語を使って日記を書き，そ
の後，チームごと好きなレイアウトで日記や自分
たちの写真の切り抜きを貼れるようにすること
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で，楽しみながら英語の表現が学べるように工夫
されていた。また事例④では，実際に二人一組に
なり，道を尋ねたり，道を案内したりしている。
子どもたちが自由に尋ねる場所を選択できるた
め，案内の表現も多くのバリエーションで学べて
いた。このように子どもたちの発想を自由に活か
せる作業・活動を取り入れることにより，子ども
たち自身が楽しみながら英語を学習することがで
きると推察される。
⑷　体験的な学習方法：事例④では，教室やオー
プンスペースに様々な色のビニールシールを四角
く貼り，「Coffeeshop」や「Station」などの場所
に見立てた環境を作り，二人一組になって身体を
動かしながら道を尋ねたり，案内したりする活動
を行っていた。身に付けた知識を，すぐに実践す
る体験的な授業をすることにより，子どもたち自
身も楽しみながら，身に付けた知識を確かなもの
へと繋げていくことができると考えられる。
⑸　辞書の活用方法の工夫：今回，観察した多く
の授業で，辞書を活用していた。事例①では，ス
ポーツプロジェクトについて英語で日記を書く際
に，分からない単語については辞書で調べること
を誘導している。 また事例②と事例③では，
「Fine」や「Diet」，「Order」，「Place」などの同
音異義語について辞書で調べ，子どもたちは同じ
単語でも複数の意味があることを知り，辞書で調
べることの必要性を感じている。小学生のうちか
ら，分からない単語は辞書を使うことが習慣づく
ことで，中学校や高校に進学しても役立つだろう。
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